
臼
隠
暉
師
と附

興
暉
護
國

東

嶺

和

術

と

紳

道

封

本

愛

道

徳
川
中
期
は
、
或
る
意
味

に
於

て
、
我
が
近
世
史
上
國
民
精
神

の
最
も
弛
緩
し
た
時
代
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

江
戸
太
李
絡
詞

に

今
は
主
君
と
先
租
と
の
恩
恵

に
て
、
飽
食
暖
衣
し
、
妻
子
に
傲
り
、
家
入
を
責
使
ひ
、
榮
耀

に
暮
ら
し
、
槍
刀
は

錆
も
拭
は
す
、
具
足
は
土
用
干

に

一
度
見

る
ば
か
り
、
刀
脇
差
も
有
用
の
も
の
と
は
思
は
す
や
、
飾
り
の
美
、
異

風
の
捲

へ
の
み
を
物
撒
奇
、
無
翁
の
費

に
金
銀
を
棄

て
、
衣
服
も
今
様
を
好

み
、
妻

子
に
も
華
美
風
疏
を
飾
ら
せ
、

遊
山
翫
水
芝
居
物
見

に
公
隷
を
費
し
、
百
姓
を
責
め
は
た
り
取
揚
げ
、
借
金
方

へ
は
不
沙
汰
し
次
第

々
々
に
す
り

切
り
、
果
は
家
人
も
養

は
れ
ざ

る
輩
多
し
。

と
武
家
の
常
時
の
瞳
落
ぶ
り
を
、
さ
ら
け
出
し
て
ゐ
る
が
、
更

に
井
上
金
峨
の
病
問
長
話
に
述
べ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を

み
れ
ば
、
愈

々
そ
の
心
底
見
届
け
得
て
飴
り
あ

る
。

近
年
の
若
武

士
は
、
他
行
な
ど
す
る
に
も

二
本
棒
は
野
暮
ら
し
き
な
ど

、
、
出
入
の
町
人

の
所

へ
預
け
る
も

の
も

白
隠
輝
師
と
興
輝
護
國

(
ご
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白
隙
灘
師
と
興
暉
護
國

(
二
)

あ
り

、

叉
は

一
刀
帯
び

る
も
あ
り

、
駕

籠

を
出

で
た

る
鳥

の

心
に
な

り

て
、
澤

瑠
璃
屋

に
て
町

人

と

み
ら

る

、
を

喜

ぶ
も

の
多

し

・

殉

そ

の
頃
、
武

士
は
時
代

の
指
導
階

級

で
あ

つ
た
。

上

の
行

す

る
と

こ
ろ
、

下

之

に
微

ふ
。

推

し

て

一
般

を

は
か

る

べ

し

で
あ

る
。

元
緑

時
代

に
端

を
磯

し
、
中

間
享

保

の
治

等

二
三
の

小
康

を

得

た
と

は

云

へ
、
途

に
田
沼

時
代

に
至

る
。

自

億

麗
師

は

、
か

う
し

た
肚

會
状
勢

を
背

景
と

し

て
、

五

百
年

間
出
底

の
面

目
を

全

ふ

さ
れ
た

の
で

あ

る
。

×

ワ

×

白
謄
藤
師
を
以
て
、
格
別
の
勤
王
信

と
呼
ぶ
こ
と
は
當
ら
な
い
が
、
彼
が
四
海
五
湖

に
遊
化
接
得
す

る
と
こ
ろ
、

之
を
國
民
精
紳
の
角
度
よ
り
覗
む
る
と
き
、

一
と
し
て
興
灘
護
國
に
非
る
は
な
い
。
そ
れ
は
、
斯
か

る
末
世
的
風
潮

の
時
代

に
あ

つ
て
、
專
ら
精
紳

の
開
拓

に
放
身
捨
命
し
、
途

に
断
絶
に
頻
せ
ん
と
せ
る
藤
門
の
血
賑
を
蘇
活
し
、
以

て
縞
素
を
し
て
勇
猛
奮
起

せ
し
め
、
時
の
國
學
勃
興
期

へ
有
形
無
形
の
偉
大
な
る
心
的
要
素
を
提
供
し
た
か
ら
で
あ

る
。

f

諸
人
そ
の
自
己
霞
妙
不
思
議
を
識
得
せ
ば
、
力
を
勢

せ
す
造
作
を
用
ひ
す
活
濃

に
地
韓
鵬

々
地
、
帥
ち
是
れ
我
皇

熟
①

國
の
大
和
魂
な
り
。

ま
こ
と
に
、
臼
隠
は
、
我

皇
國
の
大
和
魂
を
そ
の
根
源

に
於
て
把
握
す
る
心
法
を
中
興
し
た
こ
と
に
於
て
、
日
本

精
紳
史
上
に
燦

た
る
光
明
を
放

っ
も
の
と
信
す

る
。
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臼
隠
は
、
原
騨
の
松
蔭
寺

に
佳
し
、
眼

の
あ
た
り
秀
峰
富

士
を
仰
ぎ

つ
、
日
夜
大
衆
溢
俗
の
囁
化
に
鹸
念
が
な
か

つ
た
の
で
あ

る
が
、
恐
ら
く
此

の
紳
國
の
表
徴
た
る
富
嶽
が
與

へ
る
無
言
の
も
の
は
、
自
隠
を

し
て
皇
國

に
封
す
る

自
畳
を
深
か
ら
し
め
た
に
違
ひ
な

い
。

至
達

の
極
、
昏

々
獣

々
た
り
。

至
道

の
精
、
杏

々
冥
々
た
り
。
昏
冥
纏
か
に
動
す
れ
ば
、
雨
儀
斯

に
在
り
。
清
虚

な
る
者
名
け

て
高
天
と
爲
し
、
凝
結
す
る
者
厚
土
と
爲
す
。
厚
土
裏

に
大
魂
有
り
。
名
け
て
富

士
峰
と
爲
す
。
勢

ひ
三
州
を
雄
塵

し
、
徳
扶
桑
を
鎮
護
す
。

(
濃
州
富
士
山
記
、
荊
叢
毒
藥
巻
五
)

當
時

「
駿
河

に
は
過
ぎ
た
る
も
の
二
つ
あ
り
」

と
て
、
世
人
よ
り
富

士
山
と
並
び
稽

せ
ら
れ
た
臼
隙

で
あ
る
が
、
定

め
し
白
隠
自
身
も
、
そ
の
徳
富

士
と
等
し
ぐ
共
に
扶
桑
日
本

の
鎭
護
を
志
向
し

て
止
ま
な
か

つ
た
も

の
と
察
す
る
。

さ
れ
ば
、
聖

上
に
野
し
奉
り
て
も

「
南
海
の
象
樹
、
春
秋
を
知
ら
す
」

「
長
奉
殿
上
に
金
鐘
動
じ
、
萬
歳
山
前
に
玉

漏
遽
し
」
1
王
寳
殿

に
登
れ
ば
、
野
老
謳
歌
す
L
(
共

に
穐
安
國
語
巷
頭
)
と
述

べ
て
、
皇
統
の
萬
代
迄
も
彌
榮

へ
ま
し

ま
さ
ん

こ
と
を
希
ひ
且
つ
御
仁
慈
の
厚
き
こ
と
を
訥
し
奉

つ
て
ゐ
る
。
叉
正
旦
示
衆
に
「
鳥
後
曉
鐘
春
を
告
げ
來
る
。

計
②

人
は
百
花
に
魁

け
て
笑
顔
を
開
く
。
束
皇
此
日
龍
眠
穏

な
り
。
櫨
上
の
淡
茶
、
擁
外

の
梅
」
.
と
て
、
新
年
に
先
づ
、

思
ひ
を
至
軍

に
馳
せ
墾
ら
せ
、
芽
出
度
き
御
代

の
大
李
を
壽
ぎ
奉
り
、
日
々
是
好

日
の
あ
り
が
た
さ
を
奉
謝
す
る
こ

と
を
忘
れ
な

い
。
更
に
梶
安
國
語
雀
頭

「
拮
衣
」

の
下
語

に
、
「
都
府
櫻
綾
に
琵
色
を
見
、
観
音
寺
只
鐘
聲
を
轟
く
」

と
菅
原
道
實

配
所
詩
中
の
二
首
を
學
し
、
天
恩

に
封
す

る
自
己
の
全
心
境
を
吐
露
し
て
ゐ
る
が
、
之
に
就
て
は
川
上

白
隠
暉
師
と
興
輝
護
國

(ごこ
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白
隠
脚
師
と
興
暉
護
國

(
四
)

孤

山
和
伺
は
妙
心
寺
吏

に
衣
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
ゆ

吾
人
之
を

一
讃
三
復
し
來

つ
て
無
量
の
威
慨
無
き
能
は
す
、
此
の
下
語

に
依

つ
て
、
吾
人
は
當
年

の
大
燈
が
、
後

醍
醐
天
皇

の
勅
命

に
畏
み
、
紫
野
龍
寳
山
頭

に
出
世
開
堂
の
儀
を
講
じ
大
獅
子
吼
し
た
時
、
恩
賜
の
紫
衣
を
拮
じ

た
其

の
心
懐
は
、
事
こ
そ
蓮
ふ
も
、
眞

に
菅
公
が
當

時
の
天
皇
を
追
懐
せ
し
凄
楚
愁
怨
の
心
歌
に
等
し
き
も

の
が

あ

つ
た
、
か
と
思
は
れ
る
。
さ
て
菅
公
の
詩
の
如
く

「
恩
賜
の
御
衣
今
こ
、
に
在
り
」

の
句
は
此
下
語

一
場

に
於

て
は
最
早
渥
八
刻
な

の
で
あ
る
。
懐

へ
琵
色
を
見
鐘
聲
を
聴
く

の

一
段
に
お
い
て
宗
旨
の
玄
妙
を
鑑
し

た
り
と
錐

も
、
そ
の
偏

位
に
於
て
は
、
都
府
縷

の
懐
ひ
、
観
音
寺
を
偲
ぷ
の
事
が
あ

つ
た
筈

で
あ
る
。
菅
公
の
配
所
に
あ
り

て
衣
を
拮
じ
た
の
と
、
大
燈
が
開
堂

の
須
彌
壇
上
に
衣
を
粘
じ
た
の
と
、
稽

々
其
状
を
異
に
す
る
も
、
共
眞
意
に

至
つ
て
は
共
に

天
皇

の
高
恩
を
憧
憬
し
奉
る
も
の
が
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
這
う
し
た
美
妙
極
ま
る
鮮
巧

の
寳
珠

は
同
書
全
部

に
下
語
鮎
綴

せ
ら

れ
て
、
全
く
大
燈
の
光
輝
を
し
て

桶
層
赫

々
た
ら
し
む

る
も
の
が
あ
る
。

(
大
正

十
年
版
妙
心
寺
臭

三
〇
九
頁
)

大
燈
國
師
の
心
懐
を
よ
く
こ
れ
迄

に
表
顯
し
得
る
白
隠

に
於

て
も
、
吾
人
は
更
に
そ
の
奥
底
を
覗
ひ
得
て
絵
り
あ
り

と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
随

つ
て
彼

の
朝
夕
の
垂
示
は
、

一
と
し
て

皇
國

の
昌
隆
と
聖
壽

の
萬
歳

に
資
せ
ざ
る

も
の
は
な
か

つ
た
の
で
あ

つ
て
、
「こ
の
こ
と
は
於
仁
安
佐
美

の
巻
尾

に
明
瞭

に
識
取
さ
れ
る
。
.即
ち

願
く
ば
こ
の
功
徳
力

に
よ
り
て

皇
圖
輩
固
佛

日
光
輝
な
ら
ん
こ
と
を
、
特
に
所

る

今
上
皇
帝
聖
躬
萬
歳
な
ら

ゴ4



ル

こ
と
を

…
三

×

×

、

自
隠
禮
師
は
、

一
方
宗
旨
上
に
於
て

一
意
龍
象

の
打
出

に
精
拗

さ
れ
、
所
謂
四
天
王
、

二
甘
諸
、
三
頓
、
五
傑
、

二
崎
哲
、
五
哲
、
六
客
、
六
法
子
、
八
印
と
云

つ
た
驚

く
べ
き
多
歎

の
大
法
財
を
輩
出
し
た
の
で
あ

つ
た
が
、
叉
こ

れ
と
同
時
に
他
方

一
般
民
衆
に
封
す
る
敢
化
も
積
極
的
で
あ

つ
て
、
現
在
残

つ
て
ゐ
る
撒
多

の
假
名
法
語
、
世
俗
歌

書
翰
等

に
於
て
、
充
分
之
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
來

る
。
圭
心
お
婆

々
粉
引
歌

に

有
が
た

い
そ
や
天
地

の
御
恩
、
あ

つ
さ
さ
む
さ
の
程
ま

で
も
、
夜
と
書
と
は
な
う

て
は
な
ら

ぬ
、
ひ
る
は
働
く
夜

分
休
む
、
雨
露

の
御
恩
で
五
穀
も

み
の
る
、
す
ゑ
の
野
山
の
草
木
ま
で
、
君
の
御
恩
は
山
よ
り
高
い
、
賎
が
わ
ら

や

の
は
て
ま

で
も
、
繁
昌
め
さ
れ
よ
萬
代
ま
で
も
、
風
に
草
木
の
な
び
く
様
に

と
云

つ
て
、
四
恩
を
説
く
内
、
凡
そ
人
と
し
て
民
と
し
て
讐先
づ
天
地
の
紳
の
御
恩
と
君
の
御
恩
を
威
謝
す
べ
き
ζ
と

◎

を

、
斯

く

い
と

も
李

易

に
す
ら

く

と

歌

つ
て
ゐ

る
。

忠

と
云

ふ
字

を
能

く
く

み

れ
ば

、
外

へ
ち

ら

さ

ぬ
此

の
心
、

五
尺
絵

り

の
か
ら
だ

は

持

て

ど
、
圭

心
な

け
れ

ば

小
童
じ
や
、
武
藝
武
術
は
第

二
の
さ
た
よ
、
と
か
く
圭
心
が
お
も
じ
や
も
の

こ
の
あ
た
り

「
二
本
棒
は
野
暮
ら
し
き
」
と
す
る
武
士
蓮

へ
の
適
切
な
誠
告
が
、
恐
ら
く
當
世
風
の
を
ん
な
わ
ら
べ

も

　

式
な

だ

れ

口
調

で
は

あ

つ
た

ら
う
が

、
内

に
痛

烈
な

毒
針

を

こ
め

て

ロ
諦

ま
れ

る
。

白
隠
縄
師
と
興
輝
護
國

(五
)

195



白
隠
輝
師
と
興
輝
護
國

(六
)

圭

の
御
恩

で
仕

立

た
か
ら

だ
、
喧

嘩
な

ど

す

る
不
畳

者

、
武

士
は
臆
病

も
忠

義

の

一
つ
、

一
度

圭

君

に
あ
げ

お
く

か

ら
だ
、

我
身

な
が

ら
も

自
由

に
や

な
ら

ぬ
、

大
事

々
々
と
守

り
ま

し
よ

、
内
謹

つ
き
合

び
傍

輩

同

士

に
や

、

狗

と

云

ふ
と

も
腹

立

つ
な

、

圭

の
爲
な

ら
世

間

の
底
も

、
修

羅
も

紅
蓮

も
僻

退

せ
ぬ
、
命

限

り

に

切
込

む
所
存

、

是

れ

が
勇

士

の
常

の
住

扱

、

凡
そ
職

に
は

思
想

は
な

い
。
あ

る
も

の
は
、

行
住
坐

臥

の
み
。

化
導

に
當

つ
て
萬
般

の
施

設

を

み
δ
。
施

設

の

一
片
を

探

り

來

つ
て
假

に
思
想

と

み
ん
か

、
あ

ら
ゆ

る
思

想
が

暉

の
思

想
と
な

る
。

あ
ら

ゆ

る
思

想

が
暉

の

思
想

と

な

る
と

云

ふ

の
は
、
夫

等

の
も

の
が

、
そ

の
場
合

奥
底

に
於

て

一
な

る
も

の

に
結

ば

れ

て
ゐ

る
か

ら

で
あ

る
。

換
言

す

れ
ば

、
眼

に
在

つ
て
は

見
と

云
ひ
、

耳

に
在

つ
て
は
聞

と

云
ひ
、
鼻

に
あ

つ
て
は

香
を

嗅
ぎ

、

口

に
在

つ
て
は
談

論

し
、
手

に
在

つ
て
は
執

提

し
、

足

に
在

つ
て
は

運
奔

す

る
か
ら

で
あ

る
。

随

つ
て
施

設

の

一
片
を

、

國

土
政
治

風

敏

の
視
野

に
在

ら
し

め

る
な

ら
ば

、
そ

れ

は

一
な

る
も

の
で
あ

り
乍

ら
、
同

時

に
國
家

思

想
、

肚

會

思
想

、
政
治

思

夕

o

想
と
し

て
あ
り
得

る
。
藪
に
、
灘
家

の
言
説
が
、
他
の
輩
な

る
思
想
理
設
と
は
異
り
、
如
實

に
心
源
に
於
て
某
礎
づ

け
ら
れ
た
る
表
顯
の
正
語

で
あ
る
所
以
が
存

す
る
の
で
あ

る
。

白
隙

の
此

の
粉
引
歌

に
表
は
れ
る

「
忠
」
の
意
義
も
、
斯
う
し
た
哲
學
的
根
篠
を
も

つ
も
の
で
あ

つ
て
、
・即
ち
忠

と
は
、
自
己

の
本
心
を
中
心
と
す
る
の
謂

で
、
無
我
を
墓
底
と
す
る
。
無
我
な
れ
ば

こ
そ
、

「
圭
君

へ
あ
げ
お
く
か

ら
だ
」
な

の
で
あ
り
、
圭
君

へ
の
報
愚
底
と
あ

つ
て
は
「
修
羅
も
紅
蓮
も
僻
退

せ
ぬ
」
所
存
が
あ
り
得

る
の
で
あ
り
、
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又
私
事
の
欝

に
は
た
と

へ

「
狗
と
云

ふ
と
も
」
腹
が
立
た
ぬ
の
で
め
る
ぴ
館
く
ま

で
私
心
を
存
せ
す
い
無
我

に
し
τ

滅
私
奉

公
を
す
る
の
が
「
忠
」
に
外
な
ら
な

い
。
此
の
意
味
は
、
又
次

に
於
て
更
に
鮮
明

に
根
篠

づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

凡
そ
人
の
臣
た
る
の
道
は
、
圭
君

の
飯
を
喫
し
、
主
君
の
衣
を
纒
ひ
、
圭
君
の
帯
を
結
ん

で
、
圭
君
の
刀
を
帯
ぶ
.

水
も
亦
他
庭
よ
り
澹
ひ
來
る
に
非
す
、
耕

さ
す
ル
て
食
ひ
、
織
ら
す
し
て
纒

ふ
、
身
膿
手
足
髪
も
爪
歯
、
総

に
是

れ
君
恩

の
所
成
な
り
。

(
遠
羅
天
釜
〉

ま

こ
と
に
、
明
了
々
の
読
破

で
あ

る
。
普
天
の
下

皇
土
に
非
ざ
る
は
な
く
率
土
の
濱

皇
民

に
非
ざ
る
は
な
し
。

こ
の

一
な
る
も
の
、
之
を
臼
隙

は
、
今
呼
ん
で

「
主
心
」
と
す
る
。
粉
引
歌
は
更
に
績
け

て

有
難

い
そ
や
圭
心
の
徳
は
、
太

刀
や
劒

の
匁
も
た

～
ぬ
、
弓
も
鐡
砲
も
届
か

ぬ
か
ら
に
、
敵
と
云
ふ
字
は
更
に
な

い
。
塞
も
月
日
も
海
山
か
け

て
、
土
も
草
木
も
皆
圭
心
、
紳
と
ま
り
ま
す
高
聞
が
原
も
、
五
欲
三
毒
な
い
と
こ
ろ
、

民
を
新

に
す
る
と
は
云

へ
ど
、
至
善
定
ま
る
ま
で
の
こ
と
、
出
家
も
沙
門
も
高
位
も
智
者
も
、
圭
心
な
け
れ
ば
皆

民
じ
や
、
宮
は
わ
ら
や
よ
わ
ら
や
鳳
宮
よ
、
圭
心

一
つ
が
潮
ざ
か
ひ
、
上
下
萬
民
圭
心
が
あ
ら
ば
、
治
め
ざ
れ
ど

も
世
は
萬
歳

此
庭
に
至
つ
て
、
臼
隠
が
高
天
が
原
を
器
す
ろ
を
見

る
。
之
は
恐
ら
く
灘
宗
思
想
史

上
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ

つ
て
、

彼
に
依
れ
ば

三
敏
は

「
圭
心
」

に
於
て

一
致
す
る
。
即
ち
此
等
は

「
至
善
定
ま
り
」

「
三
毒
五
欲
な

い
と
こ
ろ
」
を

以
て
各
道
本
と
す

る
が
故

で
あ

る
。

、

白
隙
騨
師
と
興
灘
護
國

(七
)
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白
隠
藤
師
と
興
輝
護
國

(
八
)

昨
日
三
敏
聖
人

の
賛
僻

に
、
三
教

一
致
、

一
致

三
敏
、
畢
覧
如
何
。

至
善

に
止
る
に
在

り
と
書
邊
り
け
る
に
、
至

善
の
雨
字
得
て
聞
き
つ
べ
き
や
と
の
書
面
、
近
頃
奇
特
千
萬
の
好

一
拶
、
随
喜

の
飴
り
取
り
あ

へ
す
、
大
略
書
付

け
進
覧
致
し
侍
り
、
大

凡
三
世
を
貫
通
し
古
今
を
錆
融

す
る
も
の
は
、
至
善
な
り
、
昔
黄
帝
遙

に
廣
成
子
が
巖
窟

を
尋
ね
て
、
大
道

の
至
要
を
求
め
給

ふ
、
廣
成
子
が
曰
く
、
陛
下
若
し
大
道
を
求
め
給
は

ゴ
、
齋
戒
沐
溶
七
日
を

歴
て
來
り
給

ふ
べ
し
と
、
帝
教

へ
に
任
せ
て
三
七
齋
戒
し
て
行
き
て
道
を
求
め
給
ふ
9
廣
成
子
が
曰
く
、
至
道

の

極
昏

々
黙
々
た
り
、
至
溢
の
精
杏

々
冥

々
た
り
と

云
ひ
畢
り
て
、
眼
を
牧
め
て
総

に
も
の
い
は
す
、
大
凡
十
方
の

聖
賢
古
今
の
智
者
、
至
善

に
止
ま
る
こ
と
を
勤
め
て
、
而
し
て
後
に
明
徳
を
明
ら
か
に
し
、
大
道
を
成
就
す
、
藤

門

に
は
是
を
無
相

心
地
の
戒
膿
と
し
、
密
乗

に
は
是
を
阿
字
不
生

の
日
輪

と
し
、
台
教

に
は
是
を
法
性
寂
然
園
頓

止
観
の
大
事
と
し
、
浮
家
に
は
是
を
唯

心
漂

土
六
十
恒
河
倶
底
那
由
多
旬
の
如
來
と
し
、
老
荘

は
是
を
虚
無

の
大

道
と
し
、
紳
家
者
は
高
天
原
と
相
傳

す
。
三
世
古
今

の
間

に
至
善
を
精
修
せ
す
し
て
法
成
就

に
至
る
も
の
は
牛
箇

も
ま
た
無
し
。

(
三
敏

一
致
の
辮
)

斯
く
て
、
高
天
が
原
と
は
、
至
善
に
止
る
と
こ
ろ
、
三
毒
五
欲
な
い
と
こ
ろ

に
外
な
ら
す
、
之
を
以
て
み
れ
ば
、
臼

隙
が
我
が
建
國
の
無
始
無
終
な
る
天
地
の
道
本
に
基
く
も
の
で
あ

る
こ
と
を
自
畳

し
、
之
と
同
時
に
、
所
謂
高
天
が

原
は
軍
な
る
紳
話
と
し
て
の
そ
れ
に
止
ま
ら
す
、
・即
今
現
成
底

の
高
天
が
原
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り

碍
る
の
で
あ

つ
て
、
儀

に
自
轡

神
漠

の
偉
大
な
る
積
極
的
、
具
禮
的
志
向
を
羅
め
得
る
と
墨

。
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定
め
得
て
、
籍
採
合

一
に
至
る
時
は

た
か
ま
が
原
も
、
絵
所
な
ら
ば

こ
そ

随

つ
て
、
彼
が
燐
輔

に
入
り
來
る
者

に
封
し
て
は

「
國
常
立
愈
未
だ
出
現
せ
●ざ

る
以
前
、

作
襲
生
か

是
れ
汝
が
面

目
」
「
此
奪
何
れ
の
庭
よ
り
か
出
現
し
來
る
」
「
天
神
地
祇
八
百
萬
紳
を
出
現
せ
よ
」
。
(
鶴
筋
集
附
則
)
等
の
公
案
を

以

て
、
高
天
が
原
の
消
息
を
究
明
せ
し
め
る
こ
と
に
萬
全

の
横
關
を
用
意
し
た

の
で
あ

つ
た
。
思
ふ
に
、
既
頃
漸
く

國
學
は
勃
興
の
機
運
を
示
し
、
賀
茂
眞
淵

の

「
國
意
考
」
の
著
述
あ
り
、

一
方
伊
勢
吉
田
垂
加
等

の
諸
紳
道
亦
各

々

大
い
に
そ
の
論
を
競

ふ
の
時
代

で
め

つ
た
か
ら
、
自
隠

の
紳
溢

へ
の
志
向
は
蓋
し
當
然

の
こ
と
で
あ

つ
た
と
は
考

へ

ら
れ
る
が
、
而
も
彼
の
基
起
す

る
と
こ
ろ
は
、
從
來
の
垂
迩
や
習
合
説

の
域

に
在
ら
す
し
て
、
實

に
端
的
渥

々
着
、

さ
れ
ば
身
砥
官

に
し
て
参
輝

す
る
者
も
あ
り
、
.從

つ
て

一
般

に
も
相
當

の
影
響

を
及
ぼ
せ
る
も
の
と
察
す

べ
く
、
以

て
白
隠

の
神
道

△
の
功
績
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。

×

×

扱
臼
隠

の
時
代

は

、
既

に
知

る
如

く

一
般

の
状

勢

よ
り
す

れ
ば

、
太

李

の
飴
り

武

士
道

は
次
第

に
衰

へ

弓
は
袋

に
矢

は
箱

に
、
鎧

兜

と

云

ふ
物

も

、
五
月

人
形

に
見

た
ば

か
り

、
屏

風
襖

や
絶

草

紙

に

、
唐

や
日

本

の
軍

事

、
能

や
謡

や
芝
居

物

、

み
た
り
聞

い
た

り
な

ぐ
さ
む

も
、
今

太

李

の
お
蔭

そ
や

、

そ

の
辮

へ
も
荒

磯

の
、
波

間

に
遊

ぶ
鯛

す

ゴ
き

、
圃雲

間

の
鶴

や
鴨

維

子
、
煮

た
り

焼

い
た
り
飲
食

に
、

不
足

云

ふ
た

り
好

み

事
、

是
れ
な

に
故

白
隙
灘
師
と
興
輝
護
國

(九
、
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白
隠
輝
師
と
興
暉
護
國

.

(
一
〇
)

と
尋

れ

ば
、

世

の
う
き

ふ
し

を

し
ら

ぬ
故
、

ひ
だ

る

い
寒

い
と

云

ふ
こ
と

は
、
乞

食
非

人

の
身

の
上

の
事
ど
計

り

に
心
得

て
、
あ

れ

ば
有

る
ほ

ど
足

る

こ
と
を

、
し

ら

ぬ
が

上

の
驕
り
事

、
飯

が

い
や
な

ら
砂
糖

餅

、
あ

ん
ま
と

り

み
＼

き
げ

ん

と
り

、
誠

の
軍

の
切
合

を

、
み

た

い
物

ぢ

や

と
あ
だ

口
も

、
あ

、
勿
膣

無

や
恐

ろ

し

や
。

(
御
代

の

腹

鼓

)

と

あ

つ
て
、

凡
そ
武

士
は

そ

の
木

領
を

失
却

し
、

輩

に

口
頭

武

士

に
絡

つ
て
ゐ

た

こ
と

を
知

る

こ

と
が

出

來
る

の

で

あ

る
が
、

然
ら

ば

、
自

懸

は
彼
等

に
封

し
て
如

何
な

る
敏

化
を

さ

れ

て
ゐ
た

か
。

こ
れ

に
就

て
は

、
前

述

の
紛
引
歌

の

場
合

に
於

て
も

そ

の
片

鱗
は

示

さ
れ

て
ゐ

る
が
、
端

的

に
は

大
死

一
番

の
「
死
」
を

以

て
そ

の
中

心

標
語
と

ず

る
。

◎

明

和
二
年

の
春
、
或

る
家
中
の
若
武
士
に
大
文
字

に
「
死
」
の

一
字
を
書
し
、
そ
の
下

に

「
若
し
人
、
見
徹
し
得
ば
、

名
け
て
眞

の
大
丈
夫
と
な
す
」
と
添

へ
て
與

へ
て
ゐ
る
。
帥
ち

「
死
」
が
至
善
圭

心
を
定
め
、
直
ち
に
武
道

の
奥
義

と
な
り
、
高
天
が
原
の
膿
謹
と
な
り
、
随

っ
て
忠
孝
文
武
の
茶
底
を
爲
す
と
教

へ
る
の
で
あ
る
。
君

に
封
し
て
私

心

な

く
仕

へ
る
,
滅
私
奉
公
と
云
ふ
こ
と
は
、
無
我
を
以
て
の
故
で
あ

つ
て
、
之
は
大
死

一
番
、
死
を
通
過
し
て
始
め

て
可
能
で
あ
る
。
凡
そ

「
死
」

の
過
程
を
踏
ま
す
し
t
滅
私
奉
公
は
あ
り
得
な

い
。
例

へ
●ば
感
性
や
理
性

に
起
因
す

る
が
如
き
滅
私
は
、
決

し
て
置
ハ箇

の
も
の
で
は
な
く
、
假

に

一
時
的

に
は
可
能
と
す
る
も
そ
の
常
住
永
績
性
は
な

い
。

近
代
政
治
史
及
現
在

の

「
精
動
」
は
、
之
を
如
實
-に
謎
明
し
て
絵
り
あ
る
。
ま

こ
と
に
、
自
隙

の
此

の

「
死
」
の

一

字
、
得
て
簡

に
し
て
撤

せ
り
と
謂

ふ
べ
き

で
あ

る
。
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若

い
衆

や
、

死

ぬ
が

い
や
な

ら
、

今

死

に
や
れ

、

一
と
た

び
死
ね

ば

、
も

う
死
な

ぬ
そ

や

口

は
き
け

ど
、

一
と

度

し
な

ぬ
、
侍

は

、
ま

さ

か

の
と
き

に
、
逃

げ

つ
か

く
れ

つ

麟

の
底

で
、

一
た
び

死
ん
だ

男

に
は

、
箕

田
が
槍

も

、
は

も

立
た

ぬ
な
り

生

き
な

が
ら

、
死

ん

で
働

く
、
を

の
こ
子

は
、
爲

朝

が
箭

も
、

っ
が

も
な

い
事

膀
輪

め

底

で
果

て
ヤ

る
侍

は
、
世
界

國

土

に
敵

あ

ら

ば

こ
そ

丹

田

に
圭

心
定

め
て
、
よ

く

み
れ
ば

、
ぢ

き

に
至
善

、

生

き
た
極
樂

定

ま

る
が
、
直

に
武

道

の
奥
義

そ

や
、

命

に
か

け

て
、
,さ
ゼ

む

る
が
よ

し

死

ん
だ

と

て
、
我

儘

す
る
は

不
畳

悟
ぞ

、

君

に
は
忠

義

、
父

母

に
孝

.

次

に
、

藩

圭

に
封

し
て
は

ど
う

で
あ

つ
た
か
。

之

は
夜
船
閑

話

下
藩

及
遠
羅

天
釜

に
残

る
書
翰

文

に
よ

つ
て

,そ

●

の
全
幅

を
覗

ふ
こ
と
が
出

來

る
。
前

者

に
於

て
は

、

「
某
國
某

城
圭
」

に
迭

つ
た
も

の
と

し

て
、

就
中

政
治

に
そ

の

筆

を

及

ぼ

し

願

く
ば

、

此
嘉

運

に
乗

じ

て
、
君

臣
と

も

に
志
を

合

せ
、
計

を
定

め

て
、
膀

を
嘗

め
、
血

を
畷

り

て
、
誓

て
節
倹

を

守

り

,
其

飴

力
を

分

ち
、
生
民

を
安

撫

し
、
仁

澤
を

施

し
玉

ふ
事

、

三
四
年
を

歴
ば

、
國

夫

れ

再
び
蘇

活

せ
ん

か

、
此

に
お

い
て
、

以

て
足
れ

り
乏

せ
す

、
身

を

潜

め
、

心
を
苦

し
め

、
專

ら
仁

政
を

勤
め

行

ひ

玉
は

ゴ
、

い

つ

ゆ

ご

こ
し

な

へ

し
か
、

君

を
尭

舜

の

君

に
し
、
民

は
嘉
舜

の
民

た
ら

む

、

此
時

に
當

り

て
、

天
紳

鎮

に
鎮

護

し
、

地
祇

不
鮮
を

白
隙
輝
師
と
興
輝
護
國

(
一
一
)

＼

、
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白
隠
騨
師
と
興
暉
護
國

(
=
一)

呵
禁

し

て
、
子
葉

繁

茂

し
、
孫

枝
登
越

し

て
、
國

脈

必
す
泰

山

の
安
が
如

け

ん
…

…

と

あ

り
、

凡
そ
城

圭
と

し

て
そ

の
藩

政
を

全

ふ
せ
ん

に
は
、
廣

く
仁

澤
を
施

す

こ
と

を
第

一
と

す

る

、
仁

政
法
施

以

て

天
紳

地
祇

に
叶

ひ
國
賑

安
泰

を
將

來

す

る
こ

と
を

述

べ
、

古
今
東

西

の
實

例

を
基

げ

て
ゐ

る
が
、

此

の
書

翰

は
、

　

　

草
稿
で
は
あ
る
が
仲

々
の
長
文
で
め

つ
て
、
そ
の
紙
背

に
秘
め
た
る
自
隙

の
底
意
、
恐
ら
く
は

「
某
國
某
城
主
」
と

も

あ

る
鮎
よ
り
み
て
も
、
藩
政
齪
脈
を
極
め
た
る
某
藩
圭

へ
の
諌
告
状

で
あ

つ
た
に
違
ひ
な
い
。
遠
羅

天
釜

の

「
答
鍋

島
擾
州
侯
近
侍
書
」
に
於
て
は
、
之
を
近
侍

に
托
し
て
の
鍋
島
侯
宛

の
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
亦
前
者
に
劣
ら

●

ぬ
長
文
で
、
就
中
、

法
門
無
量
誓
願
學
と
申
す
事
の
侍

れ
ば
、
苓
居

の
人
々
の
他
後
法
施

の

一
助
と
も
な
れ
か
し
、
且

つ
千
兵
は
得
易

く

一
時
は
求
め
難
し
と
申
す
こ
と
も
侍

れ
ば
、
書
中
少
し
に
て
も
取
る
べ
き
庭
あ

つ
て
、
幕
下
の
道
情
を
も
助
け

増
し

て
暉
學
成
熟
し
給
は

ゴ
、
そ

の
絵
波
必
す
左
右
の
人

々
に
及
ば
ん
、
左
右
若
し
そ
の
恩
波
に
浴
せ
ば
、
其

の

澤

必
す

一
國
の
人
々
に
及
ば
ん
、
何
が
故
ぞ
、

一
人
の
心
は
千
萬
人
の
心
な
る
故

に
、

つ
ゐ
に
天
下
國
家
に
及
ぼ

し
、
上
王
化
を
佐
け
、
下
庶
民
を
利

せ
ん
、
然
ら
ば
則
ち
宇
宙
の
問
、
那
箇

の
盛
事
か
是
れ
に
如

か
ん
や
、

こ
れ

老
僧
が
卒
生

の
微
志
な
り
、
若
し
然
ら
ず
ん
ば
、
何
の
追
從

に
か
終
夜
孤
燈
を
排
げ
、
老
眼
を
摩
娑
し
て
、
は

て

し
も
な
き
問
は
す
語
り
を
、
繰
り
返
し
ノ
＼
書
き
途
り
侍

る
べ
き

に
や

と
言

つ
て
、
そ
れ
に
績

い
て
侯
が
内
観
登
生

の
秘
術

に
契
ひ
、
心
身
共

に
肚
健

に
し
て
速
に
屡
灘
得
力
、
國

地

一
下
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の
敷
喜
を
得
ら
れ
、
井

せ
て
こ
の
内
観
の
加
被
力
に
よ
り

て
、
よ
く
長
壽
を
保
ち
、
上
天
下
の
政
事
を
も
輔
け
て
萬

民
を
憐
撫
し
、
内

法
寳
を
衛
護
し
て
飽

く
ま
で
法
喜
暉
悦

の
樂
を
究
め
て
、
以
て
大
法
成
就
に
至
ら
れ
ん
こ
と
を
縷

々
と
し
て
述

べ
て
あ
る
が
、
自
懸

の
興
灘
護
國
底

の
心
願
は
藪
に
よ
く
充
分
批
捧
さ
れ
蓋
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
然
も

そ
の
熱
意
に
於
て
は
、

「
こ
れ
老
僧
が
李
生
の
微
志
な
り
…
…
」
と
云
つ
て
、
彼
が
雲
柄

の
夜
参
の
果

て
を
待

つ
て

漸
く
筆
硯
を
と
り
、
徐
う
に
行
燈
を
引
寄
せ
、
燈
蕊
を
か
き
た
て
く

幾
夜
か
老
眼
を
摩
娑
し

つ
～
反
々
覆

々
、
述

べ
來
り
述
べ
去
る
の
状
を
髭
然

せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
恐
ら
く
鬼
神
も
威
激
措
か
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

自
隠
は
街
、
庄
屋
名
圭
等
に
封
し
て
も
、
そ
の
南
針
を
指
示
す

る
こ
と
を
怠

つ
て
は
ゐ
な

い
。

「
村
民
の
長
殿
千

秋
萬
歳
子
孫
繁
昌
御
所
濤
の
謎
々
」

に

桶
屋
の
正
直
十
二
、
村
民
の
長
殿
と
は
ど
う
ち
や

ハ
テ
村
を
削
り
取
る
は
さ
て

深
山
の
熟
柿
十
二
、
長
殿
の
御
家
と
は
ど
う
ち
や

ハ
テ
皆
人
知
ら
す
淺
ら
す

つ
ぶ
れ
て
仕
舞
う
、て
の
、
井
戸
ば
か
残

る
程
に
よ
、
近
項
申

に
く
け
れ
ど
、
長
殿
ば
か

で
も
あ
り
や
ら

ぬ
よ

若
し
村
民

の
長

た
ら
ん
す
人

々
は
、
毎
日
此
謎
を
三
復

せ
ば
子
孫
萬
歳
目
出
度
か
る
べ
し
、

來
世

に
つ
け
て
も
ず

肯
隠
輝
師
と
興
輝
護
國

(
一
三
)
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白
階
輝
師
と
興
暉
護
幽

(
一
四
)

と
あ

つ
て
、
封
を
削
り
取
り
、
果

て
は
自
業
自
得
で
壊
滅
し
去
る
當
時
の
長
殿

へ
、
ま
こ
と
に
謎

々
に
か
畜
大
塗
毒

鼓
を
打
た
れ
て
ゐ
る
。

暉

思
ふ
に
、
遠

く
墾
観
交
代
の
制
度

に
因
を
叢

し
、
太
李
の
浮
華
榮
躍
な

る
遊
行
生
活
を
柏
車
と
せ
る
纏
濟
組
織
の

藩
圭
ー
地
圭
ー
よ
り
町
人
ー
商
人
i

へ
の
移
行
に
よ
る
憂
動
は
、
自
然
に
諸
侯
武
士
階
級

の
貧
困
を
來
し
、
爲
に
藩

圭
を
始
め
各
支
配
階
級
は
、
そ
の
各

々
の
勢
力
を
保
持
し
機
關
を
維
持
す
る
爲
に
は
、
或
ひ
は
新
興
町
人
よ
も
借
財

も

し
或
ひ
は
庶
昂
よ
り
の
増
税

に
よ
る
の
外
は
な
か

つ
た
。
然
も

一
旦
末
世
的
風
潮

に
堕
し
九
人

心
は
、
容
易
に
事

の

正
鵠
を
得
る
こ
と
難

く
、
さ
れ
ば
村
の
長
殿
に
於

て
さ

へ
も

「
村
を
削
り
取
る
」
と
あ
り
、
更

に

「
長
殿
ば
か
で
も

あ

ウ
や
ら
ぬ
」
と
め

つ
て
、
凡
そ
藩
圭
よ
り
奉
行
代
官
等
に
至
る
ま
で
、
苛
飲
謙
求
を
事
と
し
た
こ
と
、
概

し
て
察

し
得
ら
れ
る
。
斯
か

る
時
、
自
隠

が
よ
く
随
庭

に
圓
融
劃
切
な
る
言
詮
を
致

し
、
以
て

一
意
興
灘
護
國

の
誠
を
示
さ

れ
た
こ
と
は
、
鵠
林
の
光
輝
更

に

一
燈
火
を
添

へ
る
も

の
と
信
す

る
。
由
來
自
隠
顧
師
は
、
飴
り

に
も
大
宗
師

で
あ

　

　

っ
亡
が
爲
に
、
斯
う
し
た

「
時
代

へ
の
貢
蹟
」

は
暇
な
く
取
上
げ
ら
れ
な

い
。
末
世
の
後
昆
は
唯
箇
事
の

一
事
を
器

す

る
を
以
て
先
師

に
叶

へ
り
と
爲
し
、
就
中
故
意
に
世
を
遁
れ
國
勢

の
東
西
何
れ
に
向
ひ
つ
、
あ
る
や
も
念
ぜ
ず
、

松
深
き
と

こ
ろ
雲
の
行
く
を
み
る
を
以

つ
て
宗
風
を
作
り
來

つ
た
か
の
観
が
あ
る
が
、
灘
師

の
此
の
喜
蹟

は
、
實

に

　

も

一
事
を
墨
す
る
は
萬
事
を
墨
す
る
な
り
で
、
興
暉

と
護
國
と
の
無
磯
相
帥
な

る
軌
範

を
示
さ
れ
た
も
の
と
し

て
、
吾

人
の
深
く
留
意
す
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
ら
う
。
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X

X

白
隠
四
天
王
の
随

一
、
綿
密
を
以
て
聞
え
た
東
…嶺
は

、
そ

の
宗
通
論
通
共
に
或
ひ
は
師
を
し
の
ぐ
も

の
が
あ

っ
た

が
、
共
紳
道

に
於
け
る
も
の
に
於

て
は
、
ま
さ
に
燦
欄
た
る
も
の
が
あ

る
。
明

和
五
年
自
隠
蓬
化
の
年

「
帥
儒
佛
三

法
孝
経

口
解

一
巻
」
を
著
し
、
臼
隠

に
於
け

る
紳
遣
的
な
る
も
の
を

一
層
鮮
明
と
な
し
た
。
之
は
祇
官
で
あ
り
又
東
嶺

の
居
士
で
あ

つ
た
小
谷
青
齋
の
依
囑

に
よ

る
も

の
で
あ

つ
て
、
青
齋
は
純
紳
乗
の
王
這
が
爾
部
神
道
や
本
地
垂
　
説

に
大
ひ

に
登
揚
さ
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
す
、
當
時
幕
政

に
よ

つ
て
之
が
嚢
退
の
道
を
辿

る
に
在

る
を
慷
慨
し
、
そ
の

復
興
を
彼
に
依
頼
し
た
爲
で
あ
る
が
、
東
嶺
は
墓
に
於
て
、
實

に
無
相
暉
を
本
位
と
す
る
宗
源
紳
道
再
興
を
企

て
、

青
齋
よ
り
紳
道
を
、
束
叡
山
光
潤
律
師

よ
り
宗
源
紳
道
を
夫
々
つ
ぶ
さ
に
講
究
、
そ
の
羅
奥
を
極
め
、
途

に
此

の
書

の
登
刊
を
見
た
の
で
あ

つ
た
。
ま
こ
と
に
そ
の
意
圖
す
る
と

こ
ろ
、
完
全
な
る
日
本
灘

の
創
建
に
あ
り
と
み
る
べ
く

註
③

事
は
以
後
百
七
十
年
を
経
過
す
る
今
日
、
再
び
拮
じ
來
る
べ
き
問
題

で
は
な
い
か
と
思

ふ
。

な

扱
こ
れ
よ
り
先
、
臼
隠

の
頃
よ
り
度
會
賞
彰
、
谷
川
士
清
、
吉
見
幸

和
等
が
相
織

い
で
紳
道
明
辮
、
日
本
書
紀
通

詮
、
國
學
辮
疑
等
を
著
し
、
所
謂
神
乗
の
道
を
開
陳
す
る
の
で
あ
る
が
、
東
嶺

は

當

に
知
る
べ
し
紳
乗
佛
法
は
同

一
理
膿

な
り
。
但
是
れ
見
性
の

一
法
を
出

で
す
。
若
し
能
く
自
性
を
明
む
る
時
は
、

則
ち
先
づ
混
沌

の
理

に
契

ふ
。
重
ね
て
性
中
に
於
て
深
旨
を
研
究
す
れ
ば
、
漸
く
そ
の
堺
を
出
で

、
混
沌

の
始
め

に
蹄
す
。
嵯
呼

一
箇

の
始
の
字
、
辛
辣

に
し
て
近
傍
し
難
し
。
神
乗
の
學

者
等
閑

の
看
を
作
す
こ
と
莫
れ
。

(
無

白
懸
輝
師
と
興
暉
護
國

2

五
)
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訂
隠
騨
師
と
興
騨
護
國

(
↓
六
)

鑑
燈
論
下
三
十
丁
)

と
謂

つ
て
、
軍
な

る
口
説
の
境
を
出
で
ざ
る
紳
乗
者

に
、
見
性

に
よ

つ
て
そ
の
道
本
を
極
む

ぺ
き

こ
と
を
示
し
、

叉

大
凡
そ
紳
と
は
心
な
り
。
心
垢
滅
蓋
し
て
鏡

の
明
了
な
る
が
如
き
、
是
を
紳
と
謂
ふ
。
是
故
に
神
乗
は
鏡
を
以

て

表
饅
と
爲
す
。
心
鏡

は
本
來
清
澤

に
し
て
常
佳
寂
然
た
り
、
是
を
國
常

立
奪
と
謂
ふ
。
心
鏡
は
本
來
圓
明

に
し

て

物
と
し
て
現
ぜ
ざ
る
こ
と
な
し
。
是
を

天
照
大
紳
と
謂

ふ
。

(
同
前
)

と
明
臼

に
、
弦

起
紳
道

の
哲
學
的
宗
教
的
法
理
を
演
説
す

る
。
之
は

「
紳

人
読

い
て
此
法
を
守
る
と
云
ふ
者
は
、
只

註
④

名
目
の
み
」

で
あ

つ
た
紳
乗
家
に
、
實

に
活
き
た
る
紳
溢
、
紳
随

の
道
そ
の
も
の
と
し

て
の
活
を
注
入
し
た
も
の
と

し

て
注
目
す

べ
き
で
あ

る
。
街

吾
人

は
、
彼

の

コ
ニ
法
孝
経

口
解
L

に
就
き
、
そ

の
所
述
を
考
究
す

る
こ
と
に
依

つ

て
、
東
嶺
和
尚

の
暉
本
紳
道

の
全
貌
を
此
庭
に
基
げ
る

べ
き
で
あ
む
が
、
残
念
乍
ら
筆
者

の
手
許

に
な

く
、
随

つ
て

之
は
各
自
有
志
の
方
に
お
任
せ
す
る
こ
と
に
し
て
、
御
免
を
蒙
り
た

い
と
思

ふ
。

融 註 註 誰i
④ ③ ② ①

忘
名

荊
叢
毒
藥
巻

一

大
正
十
年
版
妙
心
寺
史
参
照

無
誰
燈
論
に
出
づ
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